
伝
灯
奉
告
法
要
ご
満
座

満堂の参拝席

1

YOG
発
行
所

浄土真宗本願寺派　兵庫教区教務所

［編集］  兵庫教区広報部

〒６５０-００１１
電話  神戸（０７８）３４１－５９４９（代）
神戸市中央区下山手通８丁目１番１号（本願寺神戸別院内）

2017. 1996 号

あ
ぁ
、
嬉

し
い
な
ぁ
、

寂
し
い
な
ぁ
。

本
堂
に
お
参

り
す
る
と
、

こ
の
方
が
お
念
仏
申
す
よ
う

に
な
ら
れ
た
の
か
、あ
そ
こ
に

は
あ
の
方
が
座
ら
れ
て
居
た

の
に
と
◆
小
一
の
時
、「
死
ん

だ
ら
ど
う
な
る
か
教
え
に
帰
っ

て
来
て
」と
祖
母
に
お
願
い
を

し
た
。「
よ
っ
し
ゃ
、
分
か
っ

た
」と
祖
母
。心
中
で「
そ
ん

な
子
ど
も
騙
し
な
答
え
を
し

て
。帰
っ
て
来
た
人
な
ん
か
見

た
こ
と
が
な
い
」と
私
◆
小
三

の
時
、祖
母
が
亡
く
な
っ
た
。

お
通
夜
、葬
儀
、四
十
九
日
…

帰
っ
て
来
て
く
れ
な
か
っ
た
。

「
や
っ
ぱ
り
な
、帰
っ
て
来
る

わ
け
が
な
い
」「
ど
う
し
て

帰
っ
て
来
て
く
れ
な
い
ん
だ
」

と
半
々
な
思
い
。あ
ぁ
、こ
の

世
は
夢
幻
に
し
て
真
に
あ
ら

ず
。命
は
は
か
な
く
も
ろ
く
、

い
つ
ま
で
も
名
残
惜
し
い
◆

本
堂
の
お
念
仏
同
様
、
祖
母

は
そ
の
私
を
め
が
け
て
亡
く

な
っ
た
時
か
ら
す
で
に
絶
え
ず

「
必
ず
お
浄
土
に
往
生
し
、未

得
道
の
も
の
を
救
う
仏
に
成

る
」
と
還
っ
て
来
て
、「
南
無

阿
弥
陀
仏
」と
は
た
ら
い
て
く

れ
て
い
た
。あ
ぁ
、よ
く
出
遇

わ
せ
て
い
た
だ
け
た
な
ぁ
、温

か
い
な
ぁ
、南
無
阿
弥
陀
仏
。

昨
年
十
月
一
日
か
ら
十
期

八
十
日
間
の
日
程
で
始
ま
っ

た
「
伝
灯
奉
告
法
要
」
。
第

二
十
四
代
即
如
前
ご
門
主
よ

り
第
二
十
五
代
専
如
ご
門
主

へ
と
法
灯
を
継
承
さ
れ
た
こ

と
を
、
阿
弥
陀
如
来
と
親
鸞

聖
人
の
御
前
に
奉
告
さ
れ
る

法
要
が
、
五
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
ご
満
座
と
な
っ
た
。

法
要
は
、
阿
弥
陀
堂
、
御

影
堂
の
両
堂
で
修
行
さ
れ
、

法
要
後
に
は
、
大
谷
宗
家
ご

臨
席
の
「
伝
灯
の
集
い
」
が

開
か
れ
た
。

法
要
期
間
中
、
世
界
各
地

か
ら
の
参
拝
者
は
十
五
万
人

を
超
え
、
兵
庫
教
区
か
ら
は
、

八
十
日
間
で
合
計
約
一
万
三

千
名
を
超
え
る
門
徒
・
僧
侶

が
ご
縁
に
出
あ
わ
れ
た
。

ま
た
、
浄
土
真
宗
に
こ
れ

ま
で
ご
縁
が
な
か
っ
た
方
々

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
夜

の
本
願
寺
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

し
て
の
特
別
参
拝
「
花
灯

明
」
や
、
国
宝
「
唐
門
」
の
一

般
公
開
な
ど
協
賛
行
事
も
多

種
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
法

要
を
ご
縁
と
し
た
総
来
山
者

数
は
延
べ
四
十
五
万
人
を
超

え
た
。

ご
満
座
の
法
要
に
は
、
結

衆
三
十
名
、
列
衆
約
百
名
の

僧
侶
が
出
勤
。
両
堂
は
参
拝

者
で
満
堂
に
な
り
、
縁
ま
で

参
拝
席
が
用
意
さ
れ
て
、
多

く
の
方
々
が
こ
の
ご
勝
縁
に

出
あ
わ
れ
た
。

こ
の
日
、
京
都
市
は
気
温

三
十
一
度
の
真
夏
日
と
な
り
、

熱
中
症
対
策
と
し
て
水
と
瞬

間
冷
却
パ
ッ
ク
が
用
意
さ
れ

る
中
で
の
法
要
と
な
っ
た
。

法
要
終
了
後
、
三
時
か
ら

御
影
堂
に
て
ご
消
息
発
布
式

が
行
わ
れ
、
ご
門
主
に
よ
る

「
伝
灯
奉
告
法
要
御
満
座
の

消
息
」
（
二
面
に
全
文
掲

載
）
が
ご
親
読
さ
れ
た
。

ご
親
読
後
、
石
上
智
康
総

長
に
授
与
さ
れ
、
そ
の
後
、

総
長
よ
り
決
意
表
明
が
行
わ

れ
た
。

播
磨
中
組 

光
専
寺  

藤
本
智
彰

兵庫教区教務所
ホームページ

兵庫教区教務所
facebook
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伝灯奉告法要御満座の消息
昨年の１０月１日よりお勤めしてまいりました伝灯奉告法要は、本日ご満座をお迎えいたしまし

た。１０期８０日間にわたるご法要を厳粛盛大にお勤めすることができましたことは、仏祖のお導
きと親鸞聖人のご遺徳、また代々法灯を伝えてこられた歴代宗主のご教化によることは申すまでも
なく、日本全国のみならず、全世界に広がる有縁の方々の報恩謝徳のご懇念のたまものと、まこと
に有り難く思います。
昨年の熊本地震から１年を経過し、甚大な被害をもたらした東日本大震災から６年が過ぎました。
改めてお亡くなりになられた方々に哀悼の意を表しますとともに、被災された方々に心よりお見舞
い申し上げます。どれほど時間が経過しても心の傷は癒されることなく、深い痛みを感じてお過ご
しの方も多くおられるでしょう。なかでも、原子力発電所の事故による放射性物質の拡散によって、
今なお故郷に帰ることができず、不自由な生活を余儀なくされている方々が多くおられます。思う
ままに電力を消費する便利で豊かな生活を追求するあまり、一部の方々に過酷な現実を強いるとい
う現代社会の矛盾の一つが、露わになったということができます。
自分さえ良ければ他はどうなってもよいという私たちの心にひそむ自己中心性は、時として表に
現れてきます。このような凡愚の身の私たちではありますが、ご本願に出遇い、阿弥陀如来のお慈
悲に摂め取られて決して捨てられることのない身ともなっています。そして、その大きな力に包ま
れているという安心感は、日々の生活を支え、社会のための活動を可能にする原動力となるでしょ
う。
凡夫の身であることを忘れた傲慢な思いが誤っているのは当然ですが、凡夫だから何もできない

という無気力な姿勢も、親鸞聖人のみ教えとは異なるものです。即如前門主の『親鸞聖人７５０回
大遠忌法要御満座を機縁として「新たな始まり」を期する消息』には、
凡夫の身でなすことは不十分不完全であると自覚しつつ、それでも「世のなか安穏なれ、
仏法ひろまれ」と、精一杯努力させていただきましょう。

と記されています。このように教示された生き方が念仏者にふさわしい歩みであり、親鸞聖人のお
心にかなったものであるといただきたいと思います。このことは、ご法要初日に「念仏者の生き方」
として詳しく述べさせていただきました。
今、宗門が１０年間にわたる「宗門総合振興計画」の取り組みを進めておりますなか、来る

２０２３（平成３５）年には宗祖ご誕生８５０年、そして、その翌年には立教開宗８００年という記
念すべき年をお迎えいたします。
改めて申すまでもなく、その慶讃のご法要に向けたこれからの生活においても、私たち一人ひと

りが真実信心をいただき、お慈悲の有り難さ尊さを人々に正しくわかりやすくお伝えすることが基
本です。そして同時に、仏さまのような執われのない完全に清らかな行いはできなくても、それぞ
れの場で念仏者の生き方を目指し、精一杯努めさせていただくことが大切です。
み教えに生かされ、み教えをひろめ、さらに自他ともに心安らぐ社会を実現するため、これから

も共々に精進させていただきましょう。

龍谷門主 釋 専 如５月３１日平成２９年
２０１７年

ほか
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「
中
道
」と
い
う
こ
と

6回継続全6回 （第4回）

実
践
運
動
計
画
書
作
成
の
願
い

兵
庫
教
区
で
は
、本
年
度
よ

り「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す

運
動
」（
実
践
運
動
）を
教
区
全

体
で
推
進
し
て
く
た
め
運
動
計

画
書
が
作
成
さ
れ
た
。

振
り
返
る
と
実
践
運
動
は
、

今
か
ら
五
年
前
の
平
成
二
十
四

年
か
ら
基
幹
運
動
の
課
題
と
成

果
を
継
承
し
つ
つ
、さ
ら
に
宗
門

内
外
に
み
教
え
を
伝
え
て
い
く

た
め
運
動
名
称
を
改
め
宗
門
全

体
の
活
動
と
し
て
進
め
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
教
区
で
は
、

実
践
運
動
教
区
委
員
会
や
組
長

会
等
に
お
い
て
周
知
・
勧
励
し

て
き
た
が
、
教
区
内
全
寺
院
の

皆
様
に
直
接
手
に
取
っ
て
お
伝

え
す
る
手
段
が
な
い
現
状
で

あ
っ
た
。
こ
の
た
び
作
成
し
た

計
画
書
に
は
、
宗
派
並
び
に
当

教
区
の
総
合
基
本
計
画
、
教
区

並
び
に
各
組
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
目
標
、
そ
し
て
昨
年
度

の
事
業
報
告
、
来
年
度
の
事
業

計
画
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。

今
年
度
各
組
で
、
実
践
運
動

を
推
進
し
て
い
く
上
で
、
活
用

い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
各
組
に
於
い
て
開
催
を

依
頼
し
て
い
る
組
同
朋
講
座
な

ど
の
研
修
会
の
開
催
要
項
、
各

組
で
実
践
運
動
に
か
か
わ
る
準

備
を
含
め
た
取
り
組
み
を
報
告

い
た
だ
く
実
施
報
告
書
な
ど
、

教
化
助
成
金
の
申
請
関
係
の
要

項
な
ど
も
掲
載
し
て
お
り
、
是

非
と
も
開
催
・
実
施
に
向
け
て

各
組
で
、
話
し
合
い
を
し
て
い

た
だ
く
際
に
、
こ
の
計
画
書
を

活
用
い
た
だ
き
た
い
。

さ
ら
に
、宗
派
と
教
区
が
一
体

と
な
っ
て
推
進
し
て
い
る「
子
ど

も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
」に
つ
い

て
も
基
本
方
針
や
推
進
体
制
な

ど
掲
載
し
て
お
り
、こ
れ
を
機
会

に
、あ
ら
た
め
て
内
容
を
確
認
い

た
だ
き
各
組
で
の
取
り
組
み
や
、

教
区
で
開
催
す
る「
な
も
ナ
モ
検

定
」に
も
是
非
参
画
頂
き
た
い
。

こ
の
度
初
め
て
タ
イ
ト
ル
が

つ
け
ら
れ
た
。
ご
親
教
「
念
仏

者
の
生
き
方
」
の
最
後
に
「
実

践
運
動
の
推
進
を
通
し
、
と
も

に
確
か
な
歩
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。」
と
お
示
し
く
だ

さ
っ
て
お
ら
れ
る
。
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
行
動
が
期
待
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

 　

最
近
、
知
人
に
誘
わ
れ
て
、

隣
り
村
の
禅
寺
の
座
禅
会
に

足
を
運
ん
で
い
る
。

　

ま
だ
夜
が
明
け
き
ら
ぬ
う

ち
に
禅
堂
に
入
る
と
、
張
り

詰
め
た
冷
気
の
な
か
、
本
尊

の
十
一
面
観
音
菩
薩
を
は
じ

め
、
脇
士
の
多
聞
天・持
国
天
、

釈
迦
如
来
、
薬
師
如
来
、
不

動
明
王
な
ど
、
諸
々
の
仏
様

が
私
を
迎
え
て
く
だ
さ
る
。

　

座
布
を
整
え
半
跏
趺
坐
で

禅
師
を
待
っ
て
い
る
と
、

「
ゴ
ォ
ー
ン
。」「
ヒ
ュ
ー
ぅ
。」

　

集
会
を
告
げ
る
大
鐘
の
響

き
に
、
子
鹿
で
あ
ろ
う
か
、

驚
き
の
呻
き
声
で
反
応
す
る
。

や
が
て
禅
師
が
入
堂
し
、
静

か
に
結
跏
趺
坐
。

「
チ
ー
ン
、
カ
ッ
ン
カ
ッ
ン
。」

一
炷
目
の
禅
定
が
始
ま
っ
た
。

　

釈
迦
族
の
王
子
と
し
て
、

何
不
自
由
な
い
裕
福
な
暮
ら

し
を
し
て
い
た
ゴ
ー
タ
マ
・

シ
ッ
ダ
ー
ル
タ（
釈
尊
）で
あ
っ

た
が
、
王
城
の
外
に
遊
ぶ
こ

と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
根
本

苦(

老
病
死
）
を
目
の
当
た
り

に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
四

門
出
遊
）。

　

王
城
に
戻
っ
た
後
も
、
そ

の
こ
と
が
頭
か
ら
離
れ
ず
、

や
が
て
苦
悩
か
ら
の
解
放
を

求
め
て
、
二
十
九
歳
の
時
す

べ
て
を
投
げ
棄
て
て
一
人
の

出
家
修
行
者
と
な
っ
た
。

  

そ
し
て
ま
ず
瞑
想
に
よ
っ
て

心
を
安
定
さ
せ
苦
悩
を
離
れ

る
こ
と
を
実
践
す
る
二
人
の

師
を
訪
ね
、
す
ぐ
に
師
と
同

等
の
境
地
に
達
し
た
が
、
苦

悩
の
根
本
的
な
解
決
に
は
至

ら
ず
師
の
許
を
去
っ
た
。
さ

ら
に
肉
体
を
苦
し
め
る
こ
と

で
心
の
平
安
を
得
よ
う
と
、

断
食
に
よ
っ
て
骨
と
皮
だ
け

に
な
る
ほ
ど
の
難
行
・
苦
行

に
六
年
も
の
年
月
を
費
や
し

た
。
そ
れ
で
も
心
の
平
安
を

得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
つ
い

に
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
は
、
一
本
の

菩
提
樹
の
下
で
覚
悟
を
決
め

た
。

「
た
と
え
死
に
至
る
と
も
、
悟

り
を
開
く
ま
で
は
こ
の
座
を

家
族
と
共
に
生
き
る
た
め
、

あ
る
い
は
周
り
の
人
に
喜
ん

で
い
た
だ
く
た
め
。
つ
ま
り

は
、
人
と
の
関
わ
り
つ
な
が

り
の
中
で
生
き
て
い
る
こ
と

を
確
か
め
る
こ
と
が
、
働
く

と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い

か
。
遊
び
も
ま
た
シ
カ
リ
。

　

人
と
の
関
わ
り
の
中
で
生

き
る
人
生
を
、
気
負
わ
ず
緩

ま
ず
成
し
遂
げ
る
。
こ
れ
が

釈
尊
の
言
う
「
中
道
（
＝
仏

道
）」
と
い
う
こ
と
な
の
で
は

な
い
か
。

　

学
生
時
代
に
何
度
も
聞
い

た
釈
尊
の
「
中
道
」
の
教
え

を
ふ
っ
と
思
い
出
し
つ
つ
、
こ

ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
今

朝
も
静
か
に
座
っ
て
い
る
。

　

目
の
前
に
鎮
座
ま
し
ま
す

如
来
様
は
、
そ
ん
な
私
を
ど

の
よ
う
な
思
い
で
み
そ
な
わ

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。

  

こ
の
参
禅
の
ひ
と
と
き
は
、

今
で
は
私
に
と
っ
て
、
世
事

に
追
わ
れ
て
煩
う
心
を
休
ま

せ
、
さ
ら
に
は
思
い
を
確
か

め
る
大
切
な
時
間
と
な
っ
て

い
る
。

　

    

揖
龍
西
組
西
法
寺
住
職

岩　

谷　

教　

授

立
つ
ま
い
。」

  

こ
う
し
て
最
後
の
禅
定
に

入
っ
た
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
が
初

め
に
至
っ
た
境
地
と
は…

。

　

真
の
心
の
安
ら
ぎ
は
、
王

子
と
し
て
の
優
雅
な
生
活
の

中
で
は
得
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
、
出
家
し
て
か

ら
の
身
を
削
る
よ
う
な
厳
し

い
修
行
の
中
で
も
得
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、

清
ら
か
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
人

の
心
を
癒
す
弦
楽
器
の
弦
が
、

「
ピ
ン
ピ
ン
」
張
り
す
ぎ
て
も
、

ま
た
「
ボ
ヨ
ン
ボ
ヨ
ヨ
ン
」
と

緩
す
ぎ
て
も
美
し
い
音
色
を

出
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う

に
、
人
の
生
き
方
も
苦
行
と

快
楽
の
両
極
端
で
は
い
け
な

い
。
か
た
よ
ら
な
い
こ
と
（
中

道
）
が
本
当
の
心
の
平
安
を

得
る
道
だ
、
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
私
な
り
に
解
釈
す

れ
ば
、「
働
く
ば
か
り
で
は
ダ

メ
、
遊
び
過
ぎ
て
も
ダ
メ
。

働
く
時
は
働
く
、
遊
ぶ
時
は

遊
ぶ
」
と
い
う
よ
う
に
、
生

活
に
メ
リ
ハ
リ
を
付
け
る
こ

と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
か
。

　

い
っ
た
い
、
働
く
こ
と
の
目

的
は
何
か
。
自
分
の
た
め
、

運動計画書

 

い
わ 

た
に 

さ 

ず 

く

 

は
ん  

か　

ふ　

ざ

い
っ
し
ゅ

け
っ 

か　

ふ　

ざ



なもナモ検定要項

期 日

会 場

対 象

定 員

締 切

お問合せ

２０１７（平成２９）年 ７月２７日（木）１２：３０受付
～２９日（土）１２：００解散予定 ＜２泊３日＞

〒661-0012 尼崎市南塚口町8-22-10
電話 06-6429-8090

〒650-0011 神戸市中央区下山手通8-1-1
電話 078-341-5949　／　Fax 078-341-8526

①小学4年生～小学6年生まで
②中学１年生～中学3年生まで

阪神西組万徳寺

４０名

兵庫教区教務所内  サマースクール係まで　

７月７日（金）

最寄駅【阪急塚口駅】

までに教務所までお申込みください。
※定員になり次第、締め切りとさせていただきます。

（先着順）

日 時

会 場
参加費
対 象
申込み

●

●
●
●
●

昨年度の様子（姫路城にて）

4

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
開
校
！

兵
庫
教
区
少
年
連
盟
で
は
、
毎
年
夏
休
み

期
間
に
、サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
て
い
る
。

今
年
は
、
阪
神
西
組
万
徳
寺
を
会
所
と
し

て
開
催
す
る
。
本
年
度
は
、
参
加
対
象
を
小

学
四
年
生
〜
中
学
三
年
生
ま
で
と
し
て
、

リ
ー
ダ
ー
研
修
と
し
て
開
催
す
る
。

併
せ
て
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
お
手
伝
い

を
し
て
く
だ
さ
る
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し
て
い

る
。
今
後
、
自
坊
等
で
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の

開
催
を
検
討
し
て
い
る
方
は
是
非
お
手
伝
い

い
た
だ
き
た
い
。
詳
細
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、

教
区
少
年
連
盟
担
当
ま
で
。

第54回 兵庫教区少年連盟

サマースクール  IN 尼崎

セコム安否確認サービスをご登録ください
災害時、最初にすべきことは被害状況の把握と情報の
共有です。
電話やFAXが通じなくても、兵庫教区の寺院は簡単に
宗派へ被害を報告できます。
現在、64％の寺院が「セコム安否確認サービス」を利
用しています。

以下の方は兵庫教区教務所、または組の「防災担当者」へ
お問い合わせください。

① メールアドレスの登録方法を知りたい。
② メールアドレスが登録できているか確認したい。
③ 登録したメールアドレスを変更したい。

災害対応：　　　　という時のために「いざ」 第1回 なもナモ検定
参加者大募集!!

～千問書を使ったクイズ大会～

正解者にはスペシャルプレゼント！

主催：兵庫教区子ども・若者ご縁づくり推進委員会

2017年8月26日（土）

モダン寺（本願寺神戸別院）
無料
小学生から大人
兵庫教区教務所まで

13時受付　13時30分～

〒650-0011
神戸市中央区下山手通8-1-1

078-341-5949
078-341-8526

電話
Fa x

団体参拝のご相談は近畿日本ツーリストへ！

近畿日本ツーリスト株式会社 神戸支店（担当：宮崎）
〒650-0032 神戸市中央区伊藤町121 神戸伊藤町ビル8F　　電話 078-392-2433　FAX 078-392-3822


